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帰
化
植
物

日
本
各
地
の
上
代
遺
跡
か
ら
モ
モ
の
核
が
多
く
出
土
し
て
い
て
、
古
く
か
ら
モ
モ

を
食
用
に
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
に
は
品
種
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
（
関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
）
。
『
万
葉
集
』
に
は
、

を

向
つ
峰
に
立
て
る
桃
の
木
成
ら
め
や
と
人
そ
さ
さ
や
く
汝
が
心
ゆ
め
（
七
•

一

三
五
六
）

と
い
う
野
生
種
を
思
わ
せ
る
歌
と
、

は
し
き
や
し
我
家
の
毛
桃
本
繁
み
花
の
み
咲
き
て
成

ら

ざ
ら
め
や
も
（
七
•

一

三
五
八
）

我
が
や
ど
の
毛
桃
の
下
に
月
夜
さ
し
下
心
よ
し
う
た
て
こ
の
こ
ろ

(
I
O
・
I

八
八
九
）

と
い
う
栽
培
種
を
思
わ
せ
る
歌
と
が
あ
る
。
両
様
の
モ
モ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

『
延
喜
式
』
（
三
九
•
内
膳
司
）
に
、
「
雑
果
樹
四
百
六
十
株
（
…
桃
百
株
…
）
右

依
レ
件
令
レ
殖
」
と
あ
る
。
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
証
と
な
る
。
な
お
、
「
向
つ
峰
に
」

「
は
し
き
や
し
」
の

二
首
は
、
モ
モ
の
結
実
を
恋
の
成
就
に
言

い
か
け
た
も
の
で
あ

る
。
モ
モ
は
よ
く
実
る
植
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

植
物
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
モ
モ
は
中
国
か
ら
の
帰
化
植
物
で
あ
る
と

い
う
。
そ
の
点
は
ウ
メ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
ウ
メ
の
語
源
は
梅
の
字
音
語
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
の
に
、
モ
モ
は
、
語
源
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
も
の
の
、
と
に
か
く
和
語

で
あ
る
。
モ
モ
の
ほ
う
が
古
く
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
化
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

『
万
葉
集
』
に
野
生
種
の
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
日
本
原
産
の

モ
モ
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
下
に
述
べ
る
モ
モ
に
つ
い
て
の
感
じ
方
か

ら
す
る
と
、
古
代
の
日
本
人
は
外
来
種
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

あ
か
ね
さ
す
色
こ
そ
ま
が
へ
日
の
本
の
む
ろ
ふ
の
け
も
も
花
盛
り
か
も
（
新
撰

ー

も

も

ー

季

語

遡

源

六
帖
・

ニ
四

一
五
、
光
俊
）

は
モ
モ
は
外
来
種
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。

帰
化
植
物
で
あ
る
か
ら
か
、
日
本
の
古
い
文
学
に
見
え
る
モ
モ
に
つ
い
て
の
感
じ

方
は
、
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
多
い

。
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
詠
み

込
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
『
凌
雲
集
』
の
巻
頭
に
載
る
平
城
天
皇

の
「
詠
桃
花
」

と
い
う
詩
を
初
め
に
掲
げ
る
。

春
花
百
種
何
為
レ
艶
‘
灼
灼
桃
花
最
可
レ憐、

気
則
厳
伶
応
レ
制
レ
冦
、
味
惟
甘
'
-矢

可
レ
求
レ
仙
、

一
香
同
発
薫
二朝
吹
、
千
笑
共
開
映
レ
暮
煙
、
願
以
成
レ
蹂
枝
葉

下
、
終
天
長
樹
玉
階
辺

（
こ
の
詩
が
い
か
な
る
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
か
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
分

か
る
は
ず
で
あ
る
。
）

そ
こ
で
、
以
下
の
記
述
で
は
、
中
国
か
ら
の
影
響
を
考
慮
し
て
段
を
分
け
る
こ
と

に
す
る
。
な
お
、
上
代
日
本
文
学
に
影
響
を
与
え
た

『芸
文
類
緊
』
巻
八
十
八
の

「
桃
」
の
箇
所
に
引
用
し
て
あ
る
中
国
の
例
に
は
、
文
頭
に
◎
を
付
け
た
。

魔
よ
け

中
国
で
は
モ
モ
に
は
邪
気
を
避
け
る
効
能
が
あ
る
と
し
た
。

◎
桃
者
五
行
之
精
、
圧
二伏
邪
気
‘
制
二百
鬼
、
謂
二之
仙
木

（荊
楚
歳
時
記
）

◎
桃
華
、
殺
注
悪
鬼
、
…
桃
巣
、
殺
百
鬼
精
物
、
…
桃
滋
、
殺
レ
鬼
辟
示
＇

祥
（
神
農
本
草
経
。
芸
文
類
緊
に
は
「
泉
桃
在
樹
不
落
、
殺
百
鬼
」
の
み

）

な
ど
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
桃
」
の
項
の
熟
語
に
は
‘

桃
印
漢
代
、
夏
至
の
日
に
門
戸
に
施
し
て
悪
気
を
止
め
た
も
の。

桃
木
を
用

ひ
、
面
に
文
字
を
書
く
。
桃
卯
°

桃
梗
桃
の
木
で
造

っ
た
人
形
。
悪
気
を
祓
ふ
に
用
ひ
る
。
桃
人
。
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桃
の
木
で
作
っ
た
、
吉
祥
を
祈
る
ふ
だ
。
古
、
元
旦
に
之
を
門
に
懸
け

桃
板
こ
°
t
 

桃
符
桃
の
木
で
作
っ
た
板
二
枚
に
神
荼
と
鬱
塁
と
の
二
神
の
像
を
画
き
、
門

妾
に
張
っ
て
悪
鬼
を
除
く
札
。
…

な
ど
の
呪
術
的
な
も
の
が
見
え
る
。

な
ぜ
モ
モ
に
は
邪
鬼
を
避
け
る
力
が
あ
る
の
か
。
南
方
熊
楠
は
、
「
何
故
か
く
桃

を
鬼
が
忌
み
泊
る
る
か
と
い
う
に
、
桃
は
も
と
毒
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
（
「
童
話

桃
太
郎
」
全
集

5
)
と
述
べ
る
。
た
ぶ
ん
こ
れ
は
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
敢
え
て
僻
見

を
添
え
る
な
ら
、
モ
モ
に
は
『
神
農
本
草
経
』
に
記
す
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
薬
効
も

い
く
ら
か
は
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

我
が
国
の
文
献
で
は
、
す
で
に
記
紀
の
神
話
に
モ
モ
が
見
え
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
が
黄
泉
か
ら
逃
げ
帰
り
、
黄
泉
比
良
坂
で
モ
モ
を
用
い
て
黄
泉
軍
を
追
い
返
し

て
い
る
。
其
の
坂
本
に
到
り
し
時
、
其
の
坂
本
に
在
る
桃
子
三
箇
を
取
り
て
、
待
ち
撃
て

ば
、
悉
に
過
げ
返
り
き
。
爾
に
伊
邪
那
岐
命
、
其
の
桃
子
に
告
り
た
ま
ひ
し
く
、

「
汝
、
吾
を
助
け
し
が
如
く
、
葦
原
中
国
に
有
ら
ゆ
る
宇
都
志
伎
青
人
草
の
、

苦
し
き
瀬
に
落
ち
て
患
ひ
惚
む
時
、
助
く
べ
し
」
と
告
り
て
、
名
を
賜
ひ
て
意

富
加
牟
豆
美
命
と
号
ひ
き
。
（
古
事
記

・
上
）

時
に
、
道
の
辺
に
大
き
な
る
桃
の
樹
有
り
。
故
、
伊
芙
諾
尊
、
其
の
樹
の
下
に

隠
れ
て
、
因
り
て
其
の
実
を
採
り
て
、
雷
に
揺
げ
し
か
ば
、
雷
等
、
皆
退
走
き

ぬ
。

此
桃
を
用
て
鬼
を
避

く
縁
な
り
。
（
日
本
書
紀
•
神
代
上
）

神
話
で
あ
る
か
ら
日
本
独
自
の
信
仰
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
モ
モ
は

帰
化
植
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
付
随
す
る
信
仰
も
中
国
か
ら
渡
来
し
て
、
記
紀
の

神
話
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
と
い
う
考
え
に
従
い
た
い
（
柳
田
国
男
『
桃
太
郎
の

誕
生
』
、
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
上
』
、
大
林
太
良
『
日
本
神
話
の
起
源
』

な
ど
を
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
福
屋
正
武
「
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
話
の

「
桃
子
」
に
つ
い
て
I

古
事
記
と
中
国
思
想

I
|
」
（
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
第

9

号、

一
九
七
七
年
）
に
詳
し
い

）。

『
日
本
書
紀
』
に
「
桃
を
用
て
鬼
を
避
く
縁
な
り
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
風
習
は

広
く
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
（
二
七
・
ニ
三
）
に
、

陰
陽
師
が
、
鬼
が
来
る
と
判
断
し
た
家
の
「
門
二
物
忌
ノ
札
ヲ
立
テ
‘

、
桃
ノ
木

ヲ

切
塞
ギ
テ
L
|
|
|」
法
ヲ
シ
タ
リ
」
と
い
う
例
が
あ
り
、
室
町
時
代
の
清
原
宣
賢
の

『
日
本
書
紀
抄
』
（
上
）
に
は
、

ヤ
カ
タ
メ

今
ノ
世
二
屋
固
ノ
フ
ダ
ヲ
桃
ノ
木
ヲ
以
テ
作
ル
也
。
我
等
ガ
方
ニ
ハ
ナ
キ
事
ナ

ル
カ
。
桃
ノ
実
ヲ
取
テ
行
テ
春
雷
ノ
ナ
ル
マ
デ
置
テ
此
実
ヲ
以
テ
祈
祷
ヲ
ス
レ

バ
、
玄
妙
奇
特
ア
リ
ト
云
。
コ
ナ
タ
ニ
ハ
不
知
コ
ト
也
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。

室
町
時
代
の
『
埃
嚢
抄
』
(

1

0
)
に、

桃
柳
石
櫂
等
ノ
樹
下
ニ
シ
テ
神
供
井
施
餓
鬼
ヲ
セ
ヌ
ハ
何
ゾ
。

と
あ
り
、
そ
の
説
明
に
『
荊
楚
歳
時
記
』
を
引
い
て
「
此
等
ノ
因
縁
ヲ
以
テ
悪
鬼
邪

神
作
レ
畏
哉
」
と
述
べ
て
い
る
。
モ
モ
の
呪
力
が
、
神
や
餓
鬼
を
近
付
け
な
い
の
で

あ
ろ
う
。

桃
太
郎
の
昔
話
が
文
献
に
見
え
る
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
モ
モ
の
呪
力
が
鬼
を
払
う
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
す
る
説
が
あ
る
。

平
安
時
代
、
正
月
の
初
卯
の
日
に
、
悪
鬼
を
払
う
意
味
で
地
面
を
叩
く
の
に
用
い

る
卯
杖
、
邪
気
を
払
う
意
味
で
柱
に
掛
け
る
卯
槌
に
、
モ
モ
の
枝
を
用
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。

侍
従
の
中
納
言
の
若
君
に
、
卯
杖
つ
か
は
す
と
て
君
が
た
め
も
も
の
若
枝
を

尋
ぬ
れ
ば
波
の
う
つ
ま
で
そ
こ
に
あ
り
け
る
御
返
し
何
に
か
は
つ
ら
つ
か

る
ら
む
三
千
年
に
咲
く
な
る
園
の
も
も
の
若
枝
を
（
大
斎
院
御
集

·

六
五
•
六

六）

し
も
と

正
月
十
よ
日
の
ほ
ど
、
…
も
も
の
木
の
若
だ
ち
て
、
い
と
楚
が
ち
に
さ
し
出
で

た
る
、
片
つ
方
は
い
と
青
く
、
い
ま
片
つ
方
は
濃
く
つ
や
や
か
に
て
麻
芳
の
色

な
る
が
、
日
陰
に
見
え
た
る
を
、
…
「
卯
槌
の
木
に
よ
か
ら
む
、
切
り
て
お
ろ

せ
。
御
前
に
も
召
す
」
な
ど
言
ひ
て
、
お
ろ
し
た
れ
ば
（
枕
草
子
・

一
四
四
）

な
ど
、
文
学
に
は
見
え
て
い
る
。
卯
杖
に
つ
い
て
は
、
『
延
喜
式
』
（

ニ
ニ

・
大
舎
人

寮
）
に
、凡
正
月
上
卯
日
供
二進
御
杖
＼
…
其
杖
‘
曾
波
木

二
束
、
比
比
良
木
、
棗
‘
毛

保
許
、
桃
、
梅
各
六
束
（
已
上
二
株
為
レ
束
）
、
焼
椿
十
六
束
、
皮
椿
四
束
、
黒

木
八
束
（
已
上
四
株
為
レ
束
）

と
規
定
し
て
あ
り
、
卯
槌
に
つ
い
て
は
、
『
江
家
次
第
』

（ニ

・
正
月
）
に
「
可
レ
用
二

桃
木
」
と
あ
る
。

こ
の
風
習
は
、
中
国
漢
代
の
「
剛
卯
」
と
我
が
国
に
あ
っ
た
年
木
の
信
仰
と
が
重

な
っ
た
も
の
と
言
う
。
年
木
は
モ
モ
の
木
で
な
く
て
他
の
木
で
も
よ
か
ろ
う
か
ら
‘

こ
れ
に
も
、
中
国
の
モ
モ
に
つ
い
て
の
信
仰
が
混
ざ
っ
た
も
の
と
考
え
た
い

。

歳
末
の
追
灘
の
時
の
鬼
や
ら
い
の
具
と
し
て
、
モ
モ
の
弓
を
用
い
た
。
『
延
喜
式
』

（
一
六
•
陰
陽
寮
）
に
、

-225-
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凡
追
健
料
、
桃
弓
杖
葦
矢
、
令
二守
辰
丁
造
備
;
o

と
規
定
が
あ
る
。
室
町
時
代
の
歌
で
あ
る
が
、

雲
の
上
や
春
に
近
づ
く
も
も
の
弓
の
八
千
代
を
か
け
て
君
祈
る
ら
し
（
雅
世
集
・

八
一
七
）

モ
モ
を
弓
に
し
て
災
い
を
除
く
こ
と
も
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
風
習
で
あ
る
。

桃
孤
棘
矢
、
以
除
其
災
（
左
伝

•
昭
公
四
年
）

桃
孤
棘
矢
、
所
発
無
果

（
文
選
•
三
・
東
京
賦
）

モ
モ
の
樹
液
に
は
薬
効
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
（
下
•
一―
)

に
、
貧
し
い
盲
女
が
、
幼
い
娘
と
共
に
薬
師
の
木
像
に
開
眼
を
祈
る
と
、
「
其
の
像

の
臆
よ
り
、
桃
の
脂
の
如
き
物
、
忽
然
に
出
で
垂
る
」
、
こ
れ
を
食
っ
て
明
を
得
た

（
今
昔
物
語
集
(
―
ニ

・
一
九
）
に
同
話
）
。
『
倭
名
類
緊
抄
』
に
、
「
桃
脂
神
仙
服

餌
方
云
桃
脂

一
名
桃
膠
」
と
あ
る
。
『
神
仙
服
餌
方
』
は
、
狩
谷
腋
斎
（
箋
注
倭
名

類
緊
抄
）
に
よ
れ
ば
逸
書
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
書
名
か
ら
す
れ
ば
医
書
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
載
っ
て
い
る
の
は
薬
効
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
段
の
初
め
に
引
い
た
『
神
農
本
草
経
』
に
、
「
桃
壼
」
に
も
効
能
が
あ
る
と

あ
っ
た
。
「
モ
モ
の
虫
は
腹
の
薬
」
と
い
う
俗
諺
は
こ
れ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
契
沖
は
「
桃
は
、
も
ろ
こ
し
に
も
邪
鬼
を
避
る
木
と
い
ふ
。
天
竺
に
も
ま

た
用
ゆ
。
陀
羅
尼
門
の
儀
軌
の
中
に
あ
り
。
三
国
お
の
づ
か
ら
か
な
へ
る
が
あ
や
し

き
な
り
」
（
河
社

・
上
）
と
言
い
、
南
方
熊
楠
も
『
堆
伽
集
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焔
口

軌
儀
経
』
に
よ
っ
て
「
イ
ン
ド
で
も
石
櫂
や
桃
樹
の
下
に
施
食
す
れ
ば
鬼
神
憫
れ
て

食
い
得
ず
と
い
い
」
（
「
童
話
桃
太
郎
」
全
集
5
)
と
述
べ
て
い
る
。

3

三
千
年
の
桃

邪
気
を
退
け
る
モ
モ
は
、
不
老
不
死
の
仙
薬
と
な
る
。
『
漢
武
故
事
』
に
、

◎
東
郡
献
二
短
人

。
呼
二東
方
朔
。
朔
至
。
短
人
因
指
レ
朔
謂
レ
上
曰
。
西
王
母

種
レ
桃
。
三
千
歳
一
為
レ
子
。
此
児
不
レ
良
也
。
已
三
過
倫
レ
之
突
。

と
あ
る
。
中
国
西
方
の
i

昆
裔
山
に
住
む
神
女
の
西
王
母
の
仙
桃
は
三
千
年
に

一
度
実

が
な
る
。
長
寿
を
願
う
漢
の
武
帝
に
こ
れ
を
与
え
た
時
に
、
廷
臣
の
東
方
朔
は
こ
の

モ
モ
を
三
度
盗
ん
だ
と
言
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
倭
名
類
禁
抄
』
に
も
、
「
漢

武
内
伝
云
、
西
王
母
桃
三
千
年

一
生
実
」
と
あ
る
。

東
方
朔
は
実
在
し
た
人
物
で
『
史
記
』
『
漢
書
』
に
そ
の
伝
が
あ
る
が
、
こ
の
説

話
な
ど
か
ら
、
伝
説
的
な
人
物
と
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は
、

東
方
朔
は
仙
宮
の
人
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、
か
の
三
千
年
に

一
度
な
る
も
も
を

三
度
ま
で
盗
め
る
罪
に
よ
り
て
、

し
ば
ら
く
人
間
に
下
さ
れ
た
り
（
唐
物
語
）

と
考
え
ら
れ
た
。
謡
曲
『
東
方
朔
』
に

さ
て
も
わ
れ
、
西
王
母
が
桃
実
を
度
々
服
せ
し
そ
の
故
に
、
寿
命
既
に
九
千
歳

に
及
べ
り
。

と
あ
り
、
近
世
、
大
晦
日
ま
た
は
節
分
の
夜
の
厄
除
け
の
文
旬
に
も
、

や
あ
ら
め
で
た
や
、
こ
な
た
の
御
じ
ゆ
み
や
う
申
さ
ば
、
鶴
は
千
年
、
亀
は
万

年
、
浦
島
太
郎
が
八
千
歳
、
東
方
朔
が
九
千
歳
、
西
王
母
が
も
、
の
さ
ね
（
浄

瑠
璃
•
雪
女
五
枚
羽
子
板
・
上
•
初
春
や
く
は
ら
ひ
）

と
あ
る
。
三
千
年
に
一
度
な
る
モ
モ
を
三
度
盗
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
九
千
年
生
き

た
と
い
う
計
算
に
な
る
。

日
本
漢
文
で
は
、

紅
桃
結
レ
子
、
三
期

一
千
之
秋

（本
朝
文
粋
•

一
三

・
村
上
天
皇
供
養
雲
林
院

御
塔
願
文
、
大
江
維
時
）

人
間
也
有
二盗
殖
客
、
却
恐
鹿
岡
生
二
滴
仙
（
松
山
集
（
竜
泉
令
浮
）
・
十
月

食
桃
子
）

蛹
桃
著
レ
子
三
千
歳
、
方
朔
徒
云
三
瓶
嘗
（
空
華
集

（
義
堂
周
信
）

・
一
・
走

筆
和
韻
方
無
外
病
中
口
占
）

な
ど
用
い
た
例
が
あ
る
。

み

ち

と

せ

よ

和
歌
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
「
三
千
年
（
代
）
の
桃
」
な
ど
い
う
。

三
千
代
経
て
な
る
て
ふ
も
も
は
今
年
よ
り
花
咲
く
春
に
あ
ひ
ぞ
し
に
け
る

（亭

子
院
歌
合
•
六
、
是
則
。

拾
遺
集
・
賀
•

三
八
八
に
は
「
亭
子
院
歌
合
に

三

千
年
に
な
る
て
ふ
も
も
の
…
春
に
あ
ひ
に
け
る
か
な
（
射
恒
）
」
）

も
も
の
花
女
ど
も
の
折
る
所
君
が
た
め
我
が
折
る
花
は
春
遠
く
千
年
見
た
る

を
折
り
つ
つ
ぞ
咲
く
（
貫
之
集

・

一
七
六
。

古
今
六
帖
•
五
九
に
は
「
千
年
を

三
度
あ
り
つ
つ
ぞ
咲
く
」
）

三
月
三
日
も
も
の
花
あ
る
家
に
三
千
年
に
開
く
る
も
も
の
花
盛
り
あ
ま
た
の

春
は
君
の
み
ぞ
見
む
（
兼
盛
集

・
一
七
五
）

三
月
三
日
も
も
の
花
を
ご
覧
じ
て

三
千
代
経
て
な
り
け
る
も
の
を
な
ど
て
か

は
も
も
と
し
も
は
た
名
付
け
そ
め
け
む
（
後
拾
遺
集
•
春
下
·

―
二
八
、
花
山

院）

な
ど
詠
ん
で
い
る
。

仙
宮
裁
ち
縫
は
ぬ
衣
の
袖
し
触
れ
け
れ
ば
三
千
年
へ
て
ぞ
も
も
も
咲
き
け
る

（
散
木
奇
歌
集
・
雑
上

・
―
二
八
九
）

と
い
う
、
モ
モ
が
仙
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
も
あ
る
。

物
語
に
は
、
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何
処
大
入
道

わ
た

（
檀
那
山
人

三
日
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
所
々
の
御
節
供
参
り
、
今
め
か
し
き
事
ど
も
多
く
、
西

王
母
が
桃
花
も
折
知
り
た
る
さ
ま
を
か
し
く
て
、
所
々
す
き
も
の
多
く
見
え
た

り
（
栄
花
・
後
＜
ゐ
の
大
将
）

と
モ
モ
を
見
て
西
王
母
を
想
像
す
る
例
も
あ
る
。

連
歌
の
発
旬
で
は
、

花
さ
き
て
な
る
て
ふ
三
の
千
と
せ
哉
（
宗
長
手
記
・
上
）

が
あ
る
。
三
月
三
日
の
詠
で
、
「
け
ふ
桃
花
の
よ
せ
ま
で
な
る
べ
し
」
と
自
ら
注
し

て
い
る
。

貞
門
俳
諧
の
発
旬
に
も
、

朝
日
に
は
東
方
咲
や
園
の
桃
重
弘
（
鷹
筑
波
•
四
）

老
母
所
労
の
祈
に
あ
や
か
れ
や
西
王
母
義
の
三
千
代
草
季
吟
（
俳
諧
洗

濯
物
）

牡
丹
な
ら
で
花
の
王
母
や
園
の
桃
正
伯
（
玉
海
集
）

な
ど
詠
ま
れ
て
い
る
。
右
の
季
吟
の
旬
の
「
三
千
代
草
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
故
事

に
よ
る
モ
モ
の
異
名
で
あ
る
。

室
町
時
代
の
禅
僧
で
あ
る
西
胤
俊
承
『
真
愚
稿
j

に
、
詩
の
題
と
し
て
「
王
母
献

桃
図
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
画
題
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
太
田
南
畝
の
「
賀
東
作
入
道
」
と
い
う
狂
詩
も
引
い
て
お
き
た
い
。

く
し
の
好
き
な
作
品
だ
か
ら
で
あ
る
。

白
髪
三
千
丈
、
窃
レ
桃
如
レ
此
老
、
不
レ
知
明
鏡
裏
、

芸
舎
集
•
一
）

桃
源
武
陵
の
漁
夫
が
渓
流
を
さ
か
の
ぽ
っ
て
道
に
迷
い
、
桃
林
の
奥
に
秦
の
戦
乱
を

避
け
た
人
々
の
平
和
郷
を
発
見
、
帰
宅
後
捜
し
て
も
再
び
見
出
し
得
な
か
っ
た

と
い
う
。
（
日
本
国
語
大
辞
典
）

陶
潜
の
「
桃
花
源
記
」
の
梗
概
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
芸
文
類
緊
』
に
全
文
が
載
っ

て
い
る
。
邪
気
を
避
け
る
モ
モ
は
神
仙
の
も
の
と
な
り
（
「
仙
桃
」
と
い
う
熟
語
も

日
本
漢
文
に
見
え
る
）
、
仙
郷
の
樹
木
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
柿
村
重
松
『
本
朝

文
粋
註
釈
』
で
は
、
「
声
流
紅
桃
之
浦
」
（
本
朝
文
枠
•
三
•
神
仙
、
都
良
香
）
な
ど

の
箇
所
に
、
「
桃
花
源
記
」
で
は
な
く
、
『
述
異
記
』
『
捜
神
後
記
」
を
引
い
て
い
る

が
、
『
芸
文
類
緊
』
に
載
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
桃
花
源
記
」
で
支
障
は
あ
る
ま
い
。

日
本
文
学
で
は
、
『
懐
風
藻
』
に
、

此
地
即
方
丈
、
誰
説
桃
源
賓

（四
五
・
遊
吉
野
宮
、
中
臣
人
足
）

天
高
磋
路
遠
、
河
廻
桃
源
深
（
九
ニ

・
遊
吉
野
川、

藤
原
宇
合
）

な
ど
、
奈
良
時
代
に
仙
境
と
し
て
い
た
吉
野
を
桃
源
に
準
え
た
詩
が
あ
る
の
を
初
め

と
し
て
、還知

人
間
仙
路
近
重
見
桃
李
目
前
生
（
凌
雲
集
•
六

0

・
奉
和
観
佳
人
躇
歌

御
製
、
小
野
客
守
）

遊
人
記
取
図
屏
塀
想
像
桃
源
両
岸
斜
（
新
撰
万
葉
集
・
上
・

一
八）

な
ど
、
以
後
の
漢
詩
文
に
は
か
な
り
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
(
-
)
の
次
の
一
節
は
、
作
者
が
漢
籍
か
ら
の
知
識
に
よ
っ

て
想
像
し
て
描
い
た
桃
源
で
あ
る
。

桃
源
と
い
ふ
水
の
ほ
と
り
を
見
れ
ば
、
岸
に
沿
ひ
て
、
ひ
と
へ
に
も
も
の
木
の

は
る
ば
る
と
う
る
は
し
う
並
み
立
ち
て
、
開
け
わ
た
り
た
る
さ
ま
、
目
も
あ
や

な
り
。
こ
れ
こ
そ
は
、
「
昔
、
花
を
興
じ
た
る
人
の
、
こ
の
も
も
の
木
の
あ
ら

む
所
ま
で
と
行
き
け
れ
ば
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
尽
き
も
せ
ざ
り
け
る
を
、
せ

め
て
尋
ね
け
れ
ば
、
犬
の
声
す
る
所
あ
り
け
り
。
そ
こ
に
人
あ
り
け
り
。
食
は

せ
た
り
け
る
物
を
食
ひ
て
、
仙
人
に
な
り
た
り
け
り
」
と
あ
る
は
、
こ
の
花
に

こ
そ
あ
ん
め
れ
。

後
半
は
西
王
母
の
伝
説
と
混
同
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
「
仙
人
に
な
り

た
り
け
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
「
食
二
桃
李
者
、
皆
得
レ
仙
」

と
あ
る
『
述
異
記
』
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。

和
歌
で
は
、

仙
宮
も
も
の
花
し
げ
き
み
谷
に
尋
ね
入
り
て
思
は
ぬ
里
に
年
ぞ
経
に
け
る
（
永

久
百
首
•
六
一
九
‘
仲
実
）

が
最
古
の
例
か
。
複
雑
な
話
で
も
あ
り
、
中
国
的
で
も
あ
っ
て
、
和
歌
に
は
詠
み
に

く
い
題
材
か
も
し
れ
な
い
。

時
代
は
下
る
が
、
桃
山
時
代
の
藤
原
恨
商
に

も
も
の
花
五
百
年
隠
す
山
水
の
道
し
ま
こ
と
を
知
れ
ば
し
る
き
や
（
涅
商
集
・

1
 

0
0
)
 

と
い
う
作
が
あ
る
。
さ
す
が
は
当
時
の
大
儒
と
称
賛
し
て
お
こ
う
。

連
歌
・
俳
諧
の
発
句
で
は
、
は
っ
き
り
と
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
は
少
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、

と
め
こ
ず
は
た
れ
か
み
な
も
と
桃
の
花
肖
柏
（
春
夢
草
）

花

守

に

み

な

も

と

問

ん

桃

の

奥

乙

由

（

麦

林

集

）

な
ど
は
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

犬
や
鶏
と
モ
モ
と
を
取
り
合
わ
せ
た
旬
が
あ
る
の
は
、
「
桃
花
源
記
」
の

「
鵠
犬
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相
聞
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
こ
れ
は
『
老
子
』
に
小
国
寡
民
の
理
想
郷
の
風

景
を
「
鶏
狗
之
声
相
聞
」
と
す
る
の
に
よ
る
。
）
日
本
漢
詩
文
に
、

奇
犬
吠
レ
花
、
声
流
二
於
紅
桃
之
浦

一

（
和
漢
朗
詠
集

・

下
•
五
四
四
•
仙
家
、

都
良
香
。
本
朝
文
粋
•
三
に
も
）

壷
中
本
有
二

乾
坤
、
誤
聴
鶏
犬
又
迷
レ
源
（
松
山
集
（
竜
泉
令
浮
）
．
絣
桃
花
）

な
ど
の
例
が
あ
る
。
俳
諧
で
は
、
犬
と
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
も
の
に
、

桃
の
花
折
て
や
は
な
す
犬
の
声
野
狐
（
花
摘
）

侍
を
見
馴
ぬ
犬
や
も
、
の
花
羅
雲
（
俳
諧
新
選
）

商
人
を
吼
る
犬
あ
り
も
、
の
花
蕪
村
（
耳
た
む
し
）

門
の
犬
な
ぐ
さ
み
吼
や
桃
の
花

一
茶
（
文
政
句
帖
）

鵡
と
取
り
合
わ
せ
た
も
の
に
、

曙
や
こ
と
に
桃
花
の
鶏
の
声
其
角
（
い
つ
を
昔
）

鴎
の
相
手
も
な
し
や
も
、
の
花
残
香
（
あ
り
そ
海
）

な
ど
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
に
は
必
ず
し
も
「
桃
花
源
記
」
を
考
慮
し
な
く
て
も
理
解

で
き
そ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
取
り
合
わ
せ
は
伝
統
に
な
っ
て
い
た
と
見
て
お

き
た
い
。

俳
諧
で
は
、
モ
モ
を
長
閑
さ
の
象
徴
の
よ
う
に
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

モ
モ
は
梅
よ
り
後
の
暖
か
く
な
っ
た
こ
ろ
に
咲
く
花
で
あ
る
し
、
そ
の
色
も
暖
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
か
ら
、
自
然
な
感
じ
方
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

船
頭
の
耳
の
遠
さ
よ
桃
の
花
支
考
（
夜
話
狂
）

な
ど
の
旬
に
は
、
桃
源
境
と
い
う
考
え
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

西
胤
俊
承
の
詩
集
『
真
愚
稿
』
の
詩
の
題
に
「
桃
源
春
暁
図
」
が
あ
る
。
室
町
時

代
に
は
、
水
墨
画
に
も
描
か
れ
、
日
本
人
に
親
し
い
題
材
と
な
っ
た
。

5

三
月
三
日
付
曲
水

『礼
記
』
（
月
令
）
で
は
、
仲
春
之
月
（
二
月
）
に

「◎
桃
始
華
」
と
す
る
。
我
が

国
に
も
、
室
町
時
代
の
禅
僧
の
中
巌
円
月
の
『
東
海

一
温
集
』
の
、

二
月
桃
李
已
盛
突
（

一
•
和
韻
贈
大
虚
井
序
）

の
よ
う
に
、
モ
モ
が
二
月
に
咲
く
と
し
た
例
も
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
引
い

た
中
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
モ
モ
を
三
月
三
日
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

中
国
で
は
、
「
三
月
上
巳
は
…
た
だ
中
国
で
は
、
わ
が
国
の
よ
う
に
桃
の
節
句
と

の
観
念
は
あ
ま
り
な
く
、
そ
の
風
習
行
事
を
追
跡
し
て
み
て
も
、
桃
と
関
係
す
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
意
外
で
あ
る
」
（
中
村
喬
『
中
国
の
年
中
行
事
』
）
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
芸
文
類
緊
』
の

「
三
月
三
日
」
の
項
に
は
、

「
夭
夭
圏
桃

灼
」
（
謝
恵
連
・
三
月
三
日
曲
水
集
詩
）
、
「
桃
花
舒
玉
澗
」
（
庚
肩
吾
•

三
日
侍
閾
亭

曲
水
宴
詩
）
な
ど
、
モ
モ
を
詠
ん
だ
詩
が
載
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
モ
モ
を

三
月

三
日
の
曲
水
宴
の
景
物
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
で
も
、
曲
水
宴
に
モ
モ
を
詠
ん
だ
例
は
、

錦
巌
飛
瀑
激
、
春
紬
嘩
桃
開
（
懐
風
藻

•

五
四

·

三
月
三
日
曲
水
宴
（
山
田

三

方）春
之
暮
月
、
月
之
三
朝
、
天
酔
二
干
花
、
桃
李
盛
也
。
…

三
日
春
甜
思
二
曲

水
、
…
煙
花
遠
近
応

二
同
戸
、
桃
李
浅
深
似

―
―勧
盃
（
菅
家
文
草
•
五

•

三

月
三
日
同
賦
花
時
天
似
酔
応
製
）

な
ど
の
漢
詩
の
外
に
、

曲
水
の
宴
も
も
の
花
光
を
添
ふ
る
盃
は
巡
る
流
れ
に
任
せ
て
ぞ
見
る
（
江
帥

集
•
四
四
）

も
も
の
花
流
る
る
色
を
し
る
べ
と
て
波
に
従
ふ
春
の
盃
（
拾
遺
愚
草
員
外
•
一

一
六）

な
ど
の
歌
も
あ
る
。
『
今
鏡
』
に
、

三
月
三
日
、
曲
水
の
宴
と
い
ふ
こ
と
、
六
条
殿
に
て
こ
の
大
臣
（
藤
原
師
通
）

せ
さ
せ
た
ま
ふ
と
聞
こ
え
侍
り
き
。
唐
人
の
汀
に
並
み
ゐ
て
、
開
鵡
の
杯
浮
か

べ
て
、
桃
花
の
宴
と
て
す
る
こ
と
を
、
東
三
条
に
て
御
堂
の
大
臣
（
藤
原
道
長
）

せ
さ
せ
た
ま
ひ
き
。

そ
の
古
き
跡
を
辱
ね
さ
せ
た
ま
ふ
な
る
べ
し
（
四
•
波
の

上
の
盃
）

と
い
う
‘
曲
水
の
宴
を
「
桃
花
の
宴
」
と
言
っ
た
例
が
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
三
月
三
日
」
の
題
の
中
に
、

春
来
遍
是
桃
花
水
、
不
レ
弁
仙
源
何
処
尋
（
三
八
、
王
維
）

が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
は
「
桃
源
行
」
と
い
う
題
の
詩
の
末
二
句
で
あ
る
が

（
全
唐
詩

・
ニ
函
八
冊
）
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
編
者
の
藤
原
公
任
は
こ
れ
を
三
月
三

日
の
こ
と
と
解
し
て
、
こ
こ
に
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

曲
水
で
な
く
三
月
三
日
を
詠
ん
だ
作
に
モ
モ
を
歌
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

竹
葉
楔
庭
満
、
桃
花
曲
浦
軽
（
懐
風
藻

•

六

一
・
上
巳
楔
飲
応
詔
、
背
奈
王
行

文）映レ
浦
紅
桃
、
半
落
二
軽
施

3
、
低
レ
岸
翠
柳
、
初
払
二長
糸
（
同
•
八
八
•
暮
春

曲
宴
南
池
井
序
、
藤
原
宇
合
）

青
糸
柳
阻
鴬
歌
足
、
紅
藁
桃
渓
蝶
舞
新
（
経
国
集
•

一
0

•
三
月

三
日
於
西
大

寺
侍
宴
応
詔
、
石
上
宅
嗣
）

桃
応
締
樹
霞
猶
秘
、

柳
是
緑
珠
露
未
レ
消
（
江
吏
部
集
・
下
・
三
月
三
日
陪
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亜
相
亭
子
同
賦
春
花
似
美
人
）

な
ど
、
漢
詩
文
に
あ
る
の
を
は
じ
め
、
和
歌
和
文
に
も
、

三
月
三
日
も
も
の
花
あ
る
家
に
三
千
年
に
開
く
る
も
も
の
花
盛
り
あ
ま
た
の

春
は
君
の
み
ぞ
見
む
（
兼
盛
集
•
一
七
五
）

三
月
三
日
隣
よ
り
も
も
の
花
乞
ひ
に
お
こ
せ
た
る
、
や
る
と
て
も
も
の
花
宿

に
立
て
れ
ば
主
と
て
好
け
る
も
の
と
や
人
の
見
る
ら
む
（
嘉
言
集
・
一
六
二
、

後
拾
遺
集
・
誹
諧
．

―
二

0
四
に
「
主
さ
へ
」
）

年
か
へ
り
て
三
月
ば
か
り
に
も
な
り
ぬ
。
も
も
の
花
な
ど
や
取
り
設
け
た
り
け

む
、
待
つ
に
見
え
ず
（
蜻
蛉
日
記
・
上
・
天
暦
―

0
年
三
月
）

三
月
三
日
は
、
う
ら
う
ら
と
の
ど
か
に
照
り
た
る
。
も
も
の
花
の
今
咲
き
は
じ

む
る
。
（
枕
草
子
・
四
）

な
ど
少
な
く
な
い
。

中
国
で
は
モ
モ
は
曲
水
の
景
物
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
曲
水
に
限
ら
ず
、

三
月

三
日
に
ふ
さ
わ
し
い
物
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

み
か

次
の
歌
は
、
三
日
を
地
名
の
「
瓶
の
原
」
に
掛
け
た
例
で
あ
る
。

も
も
の
花
咲
く
や
弥
生
の
み
か
の
原
こ
づ
の
わ
た
り
も
今
盛
り
な
り
（
新
撰
六

帖
•
五
0
、
光
俊
）

三
日
と
瓶
の
原
と
を
掛
け
る
の
は、

都
出
で
て
今
日
み
か
の
原
泉
河
川
風
寒
し
衣
か
せ
山
（
古
今
集
・
料
旅
•
四

〇

八
、
詠
み
人
知
ら
ず
）

以
来
の
も
の
で
あ
る
が
（
こ
の
掛
詞
を
、
「
三
日
」
で
な
く
「
見
」
と
す
る
説
も
あ

る
）
、
三
日
と
桃
と
が
縁
語
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
、
言
い
換
え
れ
ば
、
モ
モ
は
三

月
三
日
の
も
の
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
月
三
日
の
モ
モ
は
後
世
の
雛
祭
へ
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。

ひ
ゐ
な
事
す
る
姫
桃
の
節
句
か
な
宗
方
（
玉
海
集
）

雛
ヲ
抱
て
う
た
、
ね
桃
に
契
り
け
り
其
流
（
虚
栗
）

桃
さ
か
ば
雛
に
似
た
る
人
や

来

ん

乙

州

（
俳
諧
勧
進
牒
）
（
『
葛
の
松
原
』

に
「
桃
の
花
や
雛
に
似
た
る
人
も
来
ず
」
）

な
ど
、
雛
と
モ
モ
と
を
取
り
合
わ
せ
た
旬
が
あ
る
。

宴
遊
も
も
の
花
浮
か
ぶ
心
に
待
ち
ぞ
み
る
問
鵡
の
杯
の
石
に
さ
は
る
を
（
拾

玉
集
・
三
七
五
七
）

と
い
う
の
は
、
曲
水
の
宴
の
盃
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
以
後
に
は
「
桃

の
盃
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
ば
ま
た
三
月
三
日
の
月
の
影
は
や
差
し
添
へ
よ
も
も
の
盃
（
為
手
千
首
・

6
 

一
五
九
）

は
、
冷
泉
為
手
が
応
永
二
十
二
年
(
-
四
一
五
）
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
以
後
、

希
な
れ
や
今
日
の
巳
の
日
の
御
祓
川
巡
り
あ
ふ
て
ふ
も
も
の
盃
（
草
根
集
•
一

六
八
七
）

思
ひ
川
さ
ら
ば
す
す
め
よ
流
れ
来
て
今
日
ぞ
手
に
取
る
も
も
の
盃
（
松
下
集
・

―
ニ
―
八
）

な
ど
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
曲
水
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
‘
盃
に
モ

モ
の
花
を
浮
か
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
条
兼
良
の
『
世
諺
問
答
』
に
、

問
て
云
、
三
月
三
日
に
桃
花
の
酒
を
の
み
侍
る
は
、
何
の
い
は
れ
ぞ
や
。
答
、

人
の
国
の
こ
と
に
や
、
太
康
年
中
に
、
山
民
建
山
自
然
武
陵
と
い
ふ
所
に
い
た

り
て
、

桃
花
水
に
流
れ
し
を
の
み
し
よ
り
、
気
力
さ
か
ん
な
り
し
か
ば
、
い

の

ち
三
百
余
歳
に
を
よ
べ
り
。
さ
れ
ば
今
の
世
に
、
桃
花
を
も
ち
ひ
侍
る
と
か
や
。

酒
を
の
む
事
は
、
周
の
曲
水
の
宴
に
、
盃
を
な
が
せ
し
よ
り
や
初
り
け
ん
。

と
説
明
が
あ
る
。
あ
ま
り
判
然
と
し
な
い
が
、
モ
モ
を
浮
か
べ
て
飲
む
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
鈴
木
棠
三
『
日
本
年
中
行
事
辞
典
』
に
「
宮
中
で
上
巳
の
祝
に
、
桃
の
花

を
浮
べ
た
酒
を
飲
む
事
が
あ
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
つ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

山
中
裕
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
に
「
三
月
三
日
に
桃
酒
を
飲
む
習
慣
が
あ
る
」
と

あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
右
の
『
世
諺
問
答
』
の
よ
う
で
あ
る
。
専
門
家
の
説
明
で

あ
る
か
ら
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
が
、
平
安
時
代
の
例
を
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

桃
の
酒
も
け
ふ
口
ひ
ら
く
つ
ぽ
み
哉
正
直
（
犬
子
集
）

桃
の
酒
や
二
日
は
過
て
三
日
酔

一
正
（
毛
吹
草
）

心
に
も
花
咲
か
せ
け
り
桃
の
酒
光
有
（
同
）

な
ど
、
近
世
の
「
桃
の
酒
」
は
曲
水
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い

。
貝
原
益
軒
は
、

三
月

三
日
に
「
桃
花
酒
を
の
み
」
（
日
本
歳
時
記
・

三
月
）
と
記
し
て
い
る
。

モ
モ
を
浮
か
べ
た
酒
を
飲
む
の
も
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
風
習
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
『
備
急
千
金
要
方
』
（
ニ―

‘
古
事
類
苑
所
引
）
に
、
「
又
方
、
酒
漬
二
桃
花

服
レ
之
、
好
二顔
色
江
四
百
病
、

二
月
三
日
収
」
と
あ
る
。

柳◎
若
瑛
窟
前
柳
、
懸
疑
紅
粉
粧
（
梁
簡
文
帝
・
詠
初
桃
詩
）

の
よ
う
に
、
モ
モ
と
柳
と
を
取
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
漢
詩
文
に
も
か
な

り
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。
『
万
葉
集
』
(
-
七
）
の
「
晩
春
遊
覧
」
と
題
し
た
大
伴

池
王
の
詩
の
序
に
、

上
巳
名
辰
、
暮
春
麗
景
、
桃
花
昭
レ
瞼
以
分
レ
紅
、
柳
色
含
レ
苔
而
競
レ緑
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牛◎
武
王
剋
レ
商
後
、
放
牛
馬
於
桃
林
之
野
一

『
芸
文
類
緊
』
は
典
拠
を
記
さ
ず
、
原
典
ど
お
り
の
引
用
で
は
な
い
が
、
商
（
殷
）

を
倒
し
た
周
の
武
王
が
桃
林
に
牛
を
放
っ
た
と
い
う
『
書
経
』

（武
成
）
に
あ
る
故

事
で
あ
る
。
こ
の
桃
林
は
地
名
な
の
で
あ
る
が
、
俳
諧
に
は
モ
モ
と
牛
と
を
取
り
合

わ
せ
た
句
が
い
く
つ
か
あ
る
。

上
巳
に
雨
降
け
れ
ば
桃
林
に
あ
め
う
し
や
つ
な
ぐ
け
ふ
の
空
季
重
（
新

続
犬
筑
波
集
）

二
枝
や
桃
の
林
の
牛
の
角
帰
焉
（
糸
屑
）

こ
れ
ら
は
「
桃
（
の
）
林
」
と
あ
り
、
こ
の
故
事
に
よ
る
こ
と
は
判
然
と
し
て
い
る
。

陰
に
つ
な
ぐ
牛
の
よ
だ
れ
か
桃
の
露
定
時
（
毛
吹
草
）

喰
ふ
て
寝
て
牛
に
な
ら
ば
や
桃
花
（
蕪
村
旬
集
）

桃
咲
や
牛
の
よ
だ
れ
も
や
ま
と
斑
（
蓼
太
旬
集
）

い
ず
れ
も
モ
モ
の
花
の
の
ど
か
さ
を
詠
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
桃
林
の
故

事
と
結
び
付
け
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
『
芸
文
類
緊
』
の
桃
の
箇
所
に
、
「
林
休
反
耕
之
牛
」
（
伍
輯
之
•
園
桃
賦
）

7
 

と
あ
る
の
を
初
め
、

階
前
桃
花
映
、
塘
上
柳
条
新

（
懐風
藻
・
ニ
四
•
春
日
応
詔
、
美
努
浄
麻
呂
）

映
レ
浦
紅
桃
、
半
落
二
軽
施
‘
低
岸
翠
柳
、
初
払
―

―長
糸

←
（同
•
八
八
•

暮
春

曲
宴
南
池
井
序
、
藤
原
宇
合
）

山
桃
復
野
桃
、
日
曝
紅
錦
之
幅
、
門
柳
復
岸
柳
、
風
宛
麹
塵
之
糸
（
和
漢
朗
詠

集
・
上
・
ニ
―
•
春
興
、
紀
斉
名
。
本
朝
文
粋
•

I
 

0
)
 

な
ど
あ
る
。

し
か
し
、
歌
に
は
こ
の
取
り
合
わ
せ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
和
文
で
も
、
『
枕

草
子
』
（
九
•
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は
）
に
、
犬
の
翁
丸
を
、

三
月
三
日
、
頭
の
弁
の
柳
か
づ
ら
せ
さ
せ
、
も
も
の
花
を
か
ざ
し
に
さ
さ
せ
、

桜
腰
に
さ
し
な
ど
し
て
あ
り
か
せ
た
ま
ひ
し
折
、
か
か
る
目
見
む
と
は
思
は
ざ

り
け
む
。

と
描
い
て
い
る
の
を
僅
か
に
見
い
だ
し
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
か
か
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
元
禄
に

桃
柳
く
ば
り
あ
り
く
や
を
ん
な
の
子
羽
紅

（
猿
蓑
）

の
句
が
あ
る
。
ま
た
、
辞
書
『
倭
訓
栞
』
に
は
、
「
三
月
三
日
に
、
…
須
磨
兵
庫
辺

に
は
、
家
ご
と
に
柳
と
桃
を
交
へ
挿
り
」
と
い
う
風
習
を
記
し
て
い
る
。

美
人

◎
桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
、
之
子
子
帰
‘
宜
二
其
室
家
（
詩
経
・
周
南
•
桃
夭
）

嫁
入
り
す
る
娘
を
モ
モ
に
讐
え
た
詩
で
あ
る
。『
文
選
』
に
は
、

◎
南
国
有
佳
人
一、
容
華
若
桃
李

（
二
九

・
雑
詩
六
首
、
曹
子
建
）

と
い
う
詩
が
あ
る
。
『
遊
仙
窟
』
に
も
、

翠
柳
開
―
―
眉
色
、
紅
桃
乱
―
―
瞼
新

と
あ
る
。
モ
モ
は
中
国
の
代
表
的
な
花
で
あ
り
、
そ
れ
を
美
人
に
讐
え
る
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

大
伴
家
持
に
、

ま
よ
ね

桃
の
花
紅
色
に
に
ほ
ひ
た
る
面
輪
の
う
ち
に

青
柳
の
細
き
眉
根
を
笑
み

曲
が
り
朝
影
見
つ
つ
娘
子
ら
が
手
に
取
り
持
て
る
…
（
万
葉
集
・

一
九
・

四

一
九
二
、
大
伴
家
持
）

と
い
う
‘
娘
子
を
モ
モ
に
讐
え
た
歌
が
あ
る
。
こ
れ
は
右
の
よ
う
な
中
国
で
の
感
じ

方
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
家
持
の
有
名
な
、

春
の
園
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ
娘
子
（
万
葉
集
・

一
九
•
四

一
三
九
）

に
つ
い
て
、
斎
藤
茂
吉
は
「
大
陸
渡
来
の
桃
花
に
応
じ
て
、
ま
た
何
と
な
く
支
那
の

詩
的
感
覚
が
あ
り
、
美
麓
に
し
て
濃
厚
な
感
じ
の
す
る
歌
で
あ
る
」
（
万
葉
秀
歌
）

と
言
い
、
小
島
憲
之
氏
は
「
歌
の
内
容
よ
り
み
て
、
中
国
の
桃
花
春
固
の
娘
子
を
聯

想
さ
せ
る
が
」
（
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
中
）
と
す
る
。
こ
の
歌
に
正
倉
院

御
物
の
鳥
毛
立
女
図
屏
風
を
連
想
し
て
い
る
の
を
何
か
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

日
本
漢
詩
文
に
も
美
人
を
モ
モ
に
吟
言
え
た
例
は
少
な
く
な
い

。

可
レ
嵯
桃
李
貌
、
長
掩
重
泉
中
（
文
華
秀
麗
集
・
九
二

•
同
史
滋
貞

主
…
、
巨

勢
識
人
）

夜
裳
整
下
綺
羅
色
、
容
貌
粧
前
桃
李
春
（
経
国
集
•

一
四
・
奉
試
賦
得
照
鳴
鏡
、

小
野
春
卿
）

和
風
桃
李
質
、
暖
気
綺
羅
粧
（
菅
家
文
草
・

-
．
賦
得
射
桑
）

大
江
匡
衡
の
『
江
吏
部
集
』
に
は
、
「
三
月
三
日
陪
二
亜
相
亭
子
同
賦
春
花
似
二
美

人
」
と
い
う
題
で
モ
モ
を
詠
ん
だ
詩
が
あ
る
。
右
と
は
逆
に
樹
木
を
面
貌
に
誉
え

た
こ
と
に
な
る
。

可
レ
妬
桃
花
徒
映
レ
裔
、
生
憎
柳
葉
尚
舒
レ
眉（文
華
秀
麗
集
・
中
•
五

一

和
春
闇
怨
、
菅
原
清
公
）

，
 

と
い
う
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
桃
林
と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
。

奉
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も
同
様
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
歌
に
は
、
女
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
例
な
ど
あ
ま
り
な
い
か
ら
、
そ
う

い
う
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
散
文
で
は
、
『
平
家
物
語
』
（
潅
頂
・
女
院

出
家
）
に
、
建
礼
門
院
を
、

今
年
は
廿
九
に
ぞ
な
ら
せ
た
ま
ふ
。
桃
李
の
御
粧
な
ほ
こ
ま
や
か
に
、
芙
蓉
の

御
か
た
ち
い
ま
だ
衰
へ
さ
せ
た
ま
は
ね
ど
も
、

と
描
い
て
い
る
。

名
に
お
ふ
や
も
、
の
こ
び
あ
る
花
の
か
ほ
玄
心
（
犬
子
集
）

貞
門
俳
諧
で
は
こ
ん
な
詠
み
方
を
す
る
。

「
桃
顔
」
と
い
う
熟
語
が
あ
る
。
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
見
え
ず
、
『
大
漢
和
辞
典
』

で
は
『
平
家
物
語
』
の
例
を
あ
げ
て
あ
る
。
和
製
漢
語
で
あ
ろ
う
か
。
『
色
葉
字
類

抄
』
（
黒
川
本
）
に
「
桃
顔

美
女
分
タ
ウ
カ
ン
」
と
あ
る
。
大
江
匡
衡
の
『
江

吏
部
集
』
に
「
伴
二
桃
顔
而
奮

土
丑
化
」
（
下
•
三
月
三
日
夜
…
）
、
藤
原
忠
通
の

『
法
性
寺
関
白
御
集
』
に
「
依
二慕
桃
顔
勧
二酒
杯
―」
（
待
花
催
勝
遊
）
な
ど
あ
り
、

『
本
朝
文
粋
』
で
は
「
桃
顔
之
粧
漸
改
」
（
三

・
寿
考
、
大
江
匡
衡
）
、
「
可
レ
以
二
桃
顔

之
紅
」

(―一

・
九
日
侍
宴
観
賜
群
臣
菊
花
応
製
、
紀
長
谷
雄
）
な
ど
、
若
さ
の
意

に
用
い
て
い
る
例
が
あ
る
。
柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
に
は
、
神
仙
伝
の
「
年

可
十
四
五
、
角
髯
青
緑
、
色
如
桃
花
」
を
引
く
。

柳
眼
剪
レ
波
春
篤
緑
、
桃
顔
流
レ
汗
宿
粧
紅
（
新
撰
朗
詠
集
・
上

・

雨
•
七
四
、

紀
長
谷
雄
）

こ
れ
は
「
春
雨
洗
花
顔
」
と
い
う
題
の
詩
で
、
逆
に
樹
木
を
美
人
に
見
立
て
た
も
の

で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
で
は
、
平
維
盛
の
北
の
方
を
、

桃
顔
露
に
ほ
こ
ろ
び
、
紅
粉
眼
に
媚
を
な
し
、
柳
髪
風
に
乱
る
る
よ
そ
ほ
ひ
、

又
人
あ
る
べ
し
と
も
見
え
た
ま
は
ず
（
七
・
維
盛
都
落
）

『
太
平
記
』
で
は
並
み
居
る
美
女
を
、

何
モ
齢
二
八
許
ナ
ル
女
房
ノ
、
ミ
メ
貌
絵
二
書
共
筆
二
難
及
程
ナ
ル
ガ
、

金
翠

ノ
枡
ヲ
i

訪
リ
、
桃
顔
ノ
媚
ヲ
含
デ
並
居
タ
レ
バ
（
ニ―

．
塩
谷
判
官
談
死
事
）

と
描
い
て
い
る
。
女
で
は
な
い
が
、
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
近
衛
天
皇
に
つ
い
て
、

『
保
元
物
語
（
金
刀
比
羅
本
）
』
（
上

・
後
白
河
院
御
即
位
の
事
）
に

桃
顔
い
ま
だ
春
の
霞
に
衰
へ
さ
せ
ま
し
ま
さ
ね
ど
も
、
蘭
質
た
ち
ま
ち
に
秋
の

霧
に
侵
さ
れ
て
、

と
し
て
い
る
。

10

も
の
言
わ
ぬ
花

『
史
記
』
（
李
広
列
伝
）
に

◎
諺
日
、
桃
李
不
レ
言
、
下
自
成
レ
挨
°

と
あ
る
。
「
諺
曰
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
の
漢
代
に

一
般
に
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
の
桃
源
瑞
仙
は
、
「
桃
李
ハ
、
モ
ノ
ヲ
ハ
云
ワ
ネ
ド
モ
、

華
実
ヲ
ト
ラ
ウ
ト
テ
、
人
ガ
ツ
ヨ
ク
イ
ク
ホ
ド
ニ
、
自
然
二
下
ニ
ハ
蹂
ガ
ア
ル
ゾ
。

李
広
モ
訥
ロ
デ
、
モ
ノ
ヲ
バ
云
ワ
ネ
ド
モ
、
知
卜
不
知
卜
、
死
タ
レ
バ
哀
タ
ハ
、

桃
ノ
実
ノ
ア
ル
ヤ
ウ
ニ
、
忠
実
心
誠
ガ
ア
リ
テ
、
人
二

信
ゼ
ラ
レ
タ
ホ
ド
ニ
ゾ
」

（
史
記
抄
）
と
解
説
す
る
。

我
が
国
の
漢
詩
文
で
は
、

園
池
照
灼
、
桃
李
笑
而
成
レ
蹂
（
懐
風
藻
•
九
四
•
暮
春
於
弟
圏
池
置
酒
井
序
、

藤
原
万
里
）

願
以
成
蹂
枝
葉
下
、
終
天
長
樹
玉
階
辺
（
凌
雲
集
・
詠
桃
花
、
平
城
天
皇
）

陽
城
東
桃
与
李
、

一
紅

一
白
蹂
自
成
（
文
華
秀
麗
集

・
中
・
五
ニ

・
奉
和
春
閏

怨
、
朝
野
鹿
取
）

な
ど
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
も
の
は
少
な
く
な
い

。
余
談
で
あ
る
が
成
蹂
大
学
の
名
称

の
出
典
も
こ
れ
で
あ
る
。
特
に
、

桃
李
不
レ
言
春
幾
暮
、
煙
霞
無
レ
跡
昔
誰
住

（和
漢
朗
詠
集
•
五
四
八
、
菅
原
文

時）

は
、
『
平
家
物
語
』
（
三

・
少
将
都
落
）
に
引
用
し
た
り
、
『
徒
然
草
』（
二
五
）
に、

桃
李
も
の
い
は
ね
ば
、
誰
と
と
も
に
か
昔
を
語
ら
む
。

と
用
い
た
り
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

歌
で
は
、
こ
の
諺
を
踏
ま
え
て
、

世
尊
寺
の
も
も
の
花
を
詠
み
は
べ
り
け
る
ふ
る
さ
と
の
花
の
も
の
言
ふ
世
な

り
せ
ば
い
か
に
昔
の
こ
と
を
問
は
ま
し

（後
拾
遺
集

•
春
下
•

一
三
0
、
出
羽

弁
）
も
の
言
は
ば
問
ふ
べ
き
も
の
を
も
も
の
花
い
く
代
か
へ
た
る
滝
の
白
糸

（同
・

雑
四

・
1
0
五
七
‘
弁
の
乳
母
）

な
ど
詠
む
こ
と
に
な
る
。

連
歌
に
も
次
の
発
旬
が
あ
る
。

咲
け
り
と
花
の
物
い
ふ
匂
ひ
か
な
賢
盛
（
竹
林
抄
）

漢
語
を
使
え
る
俳
諧
で
は
、
は
っ
き
り
と
桃
李
と
詠
ん
で
い
る
。

け
さ
き
く
や
桃
李
物
い
ふ
雨
の
こ
ゑ
可
頼

（新
統
犬
筑
波
集
）

桃

李

物

い

は

で

人

呼

木

陰

哉

忠

良

（懐
子
）
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紅
色

春
の
園
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ
娘
子
（
万
葉
集
・
一
九
•
四

一
三
九
、
大
伴
家
持
）

な
ど
あ
る
よ
う
に
モ
モ
は
紅
色
の
花
で
あ
る
。
漢
詩
文
で
も
、

紅
桃
花
落
和
風
老
、
黄
鳥

声
馴
暖
日
長
（
本
朝
無
題
詩
•
四
•
暮
春
偶
吟
、
藤

原
茂
明
）

の
よ
う
に
紅
と
詠
ん
だ
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
和
歌
に
は
色
の
こ
と
を
詠
ん
だ
例

は
希
な
よ
う
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

酒
に
酔
っ
た
人
の
顔
を
モ
モ
に
誓
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
咲
き
誇
る
モ
モ
の

花
を
天
が
花
に
酔
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
も
言
う
。

（
序
）
春
之
暮
月
、
月
之
三
朝
、
天
酔
二
子
花
ー、
桃
李
盛
也
（
詩
）
煙
花
遠
近

応
伺
戸
、
桃
李
浅
深
似
勧
盃
（
菅
家
文
草
•
五
•
三
月
三
日
、
同
賦
花
時

天
似
酔
、
応
製
井
序
）

秋
後
清
光
望
二
月
桂
、
酔
中
紅
面
仮

二
春
桃
ー
（
本
朝
無
題
詩
•
九
・
遊
北
山

浄

土
寺
、
中
原
広
俊
）

縦
無
酔
面
将
桃
競
、
暫
有
愁
眉
与
柳
開
（
新
撰
朗
詠
集
・
下
•
酒
•
四
四
五
、

慶
滋
保
胤
）

『
新
撰
朗
詠
集
』
（
下
・
禁
中
•
四
七
八
）
に
、
白
居
易
の

五
夜
漏
声
催
二暁
箭
、
九
天
春
色
酔
二
仙
桃
一

が
挙
が
っ
て
い
る
。
天
が
モ
モ
の
花
の
色
に
酔
う
と
い
う
の
も
、
中
国
文
学
の
影
響

で
あ
ろ
う
。

和
歌
で
も
、

も
も
の
花
好
け
る
人
の
う
ち
酔
ひ
て
あ
る
を
見
て
人
知
れ
ず
好
く
と
は
聞
け

ど
も
も
の
花
色
に
出
で
て
は
今
日
ぞ
見
え
け
る
（
重
之
集
・
下
•
一
九
七
）

同
じ
日
（
三
月
三
日
）
も
も
桜
咲
き
あ
ひ
た
る
を
見
て
詠
め
る
桜
に
も
枝
さ

し
か
は
す
も
も
な
れ
ば
空
さ
へ
今
朝
は
さ
か
や
も
ひ
せ
り
（
散
木
奇
歌
集
・

一

五
0
)

次
の
俳
諧
の
発
旬
は
こ
の
伝
統
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

け
ふ
酒
を
の
む
は
桃
色
上
戸
か
な
紀
伊
衆
（
毛
吹
草
）

11 

桃
李
物
い
ふ
や
三
度
お
土
器

天
明
俳
諧
で
も
、

桃
李
不
言
ハ
待
夜
明
行
玉
す
だ
れ

の
よ
う
な
旬
が
あ
る
。

百
非
（
新
み
な
し
栗
）

玄
亀
（
佐
夜
中
山
集
・

ニ）

12

実
イ
ザ
ナ
ギ
の
神
話
の
モ
モ
は
実
で
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、
推
古
天
皇
二

十
四
年
正
月
、
天
武
天
皇
九
年
正
月
に
桃
李
の
実
が
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

季
節
外
れ
の
珍
事
の
記
録
で
あ
る
が
、
実
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
実

を
食
用
に
供
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
延
喜
式
』

（三
九
・
内
膳
司
）
の
「
供
奉

雑
菜
」
の
内
に
、
「
桃
子
四
升
（
七
八
九
月
）
…

東
宮
雑
菜
…
桃
子
二
升
」
と
あ

る
。
同
書
（
三
一
•
宮
内
省
）
の
「
諸
国
所
進
御
贄
」
の
中
に
、
「
信
濃
（
…
桃
子
）」

と
あ
る
。
古
代
の
宮
廷
で
は
、
主
と
し
て
信
濃
産
の
モ
モ
の
実
を
秋
に
食
用
に
供
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
引
用
し
た
平
安
時
代
の
歌
に
は
、
「
三
千
年
に
な
る
て
ふ
も
も
」
な
ど
、

実
の
な
る
こ
と
を
言
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
花
の
こ
と
に
す
り
替
え
て
し
ま
っ
て

い
る
。
モ
モ
の
実
は
食
用
の
も
の
で
あ
る
か
ら
か
、
平
安
時
代
以
後
の
文
学
で
は
、

そ
の
実
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

。

俳
諧
で
も
、
歳
時
記
類
で
は
、

実
に
つ
い
て
『
毛
吹
草』

に
「
桃
の
み
」
を
誹
諧

四
季
之
詞
の
七
月
の
部
に
掲
げ
、
『
増
山
井
』
に
も
、
「
桃
の
実
」
に
「
俳
」
と
注
記

す
る
な
ど
、
モ
モ
の
実
を
俳
言
と
し
て
い
る
。
歌
で
詠
む
題
材
で
は
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
俳
諧
の
句
も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い

。
貞
門
の
最
初
の
旬
集

『犬
子
集
』

の
夏
の
部
に
「
桃
実
」
の
題
の
下
に
、

扇
に
も
の
せ
て
く
は
ゞ
や
は
ん
め
桃
貞
徳

打

見

れ

ば

い

し

さ

う

な

れ

や

椿

桃

良

春

な
っ
た
る
は
十
づ
、
十
や
も
、
の
数
興
之

の
三
旬
、
『
誹
諧
発
旬
帳
』
に
こ
の
三
句
の
外
に

ひ
と
つ
ふ
た
つ
な
り
て
も
も
、
の
木
実
哉
幸
和

が
載
っ
て
い
る
が
（
貞
徳
の
旬
は
下
五
「
は
ん
女
桃
」
）、
以
後
の
貞
門
の
句
集
に
は

「
桃
の
実
」
を
題
と
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
貞
門
の
類
題
発
旬
集
で
は
、
右
の

二
書
の
外
に
は
『
旅
衣
』
『
玉
江
草
』
『
詞
林
金
玉
集
』
の
夏
の
部
に
あ
る
の
を
知
っ

た
だ
け
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
秋
の
「
菓
」
の
題
の
中
に
桃
の
実
の
句
を
載
せ
て
い

る
も
の
も
あ
る
）
。
芭
蕉
七
部
集
に
桃
の
語
は
十
五
旬
に
あ
る
が
、
花
を
詠
ん
だ
も

の
が
十
四
旬
、
も
う

―
つ
は
「
綿
の
桃
」
で
あ
る
。
芭
蕉
全
集

・
蕪
村
全
集
・

一
茶

全
集
の
い
ず
れ
の
発
旬
絹
に
も
モ
モ
の
実
を
詠
ん
だ
旬
は
な
い

。

も
、
の
実
や
花
の
名
残
の
紅
少
し
桃
佐

（
新
類
題
発
句
集

•
秋
）

は
モ
モ
の
実
の
色
を
詠
ん
で
い
て
珍
し
い

。

歌
な
ど
で
は
、
先
に
引
用
し
た
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も
も
の
花
好
け
る
人
の
う
ち
酔
ひ
て
あ
る
を
見
て
人
知
れ
ず
好
く
と
は
聞
け

ど
も
も
の
花
色
に
出
で
て
は
今
日
ぞ
見
え
け
る
（
重
家
集
·
下
•

一
九
七
）

な
ど
、
モ
モ
に
「
す
き
・
す
く
」
と
言

っ
て
い
る
例
が
か
な
り
あ
る
。

三
月
三
日
、
節
供
な
ど
も
の
し
た
る
を
、
人
な
く
て
さ
う
ざ
う
し
と
て
、
こ
こ

の
人
、
か
し
こ
の
さ
ぶ
ら
ひ
に
、
か
う
書
き
て
や
る
め
り
。
戯
れ
に
、
も
も
の

花
す
き
者
ど
も
を
さ
い
わ
う
が
そ
の
わ
た
り
ま
で
辱
ね
に
ぞ
や
る
す
な
は
ち

か
い
連
れ
て
来
た
り
。
お
ろ
し
い
だ
し
、
酒
飲
み
な
ど
し
て
暮
ら
し
つ

。
（蜻

蛉
日
記
・
中

•

安
和
二
年
三
月
）

（
三
月
）
三
日
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
所
々
の
御
節
供
参
り
、
今
め
か
し
き
事
ど
も

多
く
、
西
王
母
が
桃
花
も
折
知
り
た
る
さ
ま
を
か
し
く
て
、
所
々
す
き
も
の
多

く
見
え
た
り
（
栄
花
・
後
＜
ゐ
の
大
将
）

隣
よ
り
三
月
三
日
に
人
の
も
も
の
花
を
乞
ひ
た
る
に
も
も
の
花
宿
に
立
て
れ

ば
王
さ
へ
す
け
る
も
の
と
や
人
の
見
る
ら
む
（
後
拾
遺
集
・
誹
諧
．

―二

0
四、

大
江
嘉
言
）

こ
れ
は
「
好
き
・
好
く
」
に
「
酸
き
・
酸
く
」
を
掛
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
掛
け
詞
が
成
り
立
つ
と
す
る
と
、
モ
モ
は
酸
っ
ぱ
い
果
実
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
『
凌
雲
集
』
の
平
城
天
皇
の
詩
「
詠
桃
花
」
の
第
四
句
に
は
、
「
味
惟
甘
芙
可
レ

求レ
仙
」
と
あ
る
。
甘
酸
っ
ば
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
甘
い
と
い
う
の

は
「
韓
子
曰
、
…
食
レ
桃
而
甘
」
（
芸
文
類
緊
）
な
ど
、
中
国
か
ら
の
知
識
か
。

モ
モ
の
早
く
実
る
こ
と
を
、
「
桃
栗
三
年
柿
八
年
」
と
い
う

（
こ
の
後
に
続
く
の

は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
よ
う
で
、
わ
た
く
し
は
「
柚
子
の
馬
鹿
め
は
十
八
年
」
と
記
憶

し
て
い
た
）
。

源
為
憲
が
天
禄
元
年

（九
七

O
)
に
編
ん
だ
初
歩
的
教
科
書
『
口
遊
』
に
、

桃
三。

栗
四
。
柑
六
。
橘
七
。
柚
八
。
（
謂
之
菓
木
頌
）

今
案
。
桃
樹
裁
後
三
年
結
レ
子
。
他
准
レ
之
可
レ
知
。

と
あ
る
。平
安
時
代
に
す
で
に
そ
の
萌
芽
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
古
い
‘

千
歳

一
花
聞
旧
史
、

三
春
坐
移
照
谷
年
一
（
経
国
集
・

一―

・
賦
桃
応
令
‘

林
婆
娑
）

も
こ
れ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

モ
モ
に
三
年
と
詠
ん
だ
例
が
俳
諧
に
あ
る
。

名
に
し
お
は
ゞ

三
年

酒

よ

桃

の

花

昌

房

（

烏

帽

子

箱

）

う
へ
て
桃
三
と
せ
が
内
に
は
ま
い
る
べ
し
棘
口
（
佐
夜
中
山
集
・

三）

こ
ん
な
こ
と
で
も
中
国
に
先
縦
が
あ
る
。
『
坤
雅
』
（
釈
木
）
に
、

桃
三。

李
四
。
梅
子
十
二
。
言
桃
生
三
歳
、
便
放
華
果
、
早
於
梅
李
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
山
崎
美
成
は
「
和
漢
同
轍
と
い
ふ
べ
し
」

（三
要
雑
記
・

四
）
と
言
う
。
モ
モ
は
帰
化
植
物
で
あ
る
か
ら
、
『
口
遊
』
の
諺
も
中
国
の
影
響
下

に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
中
に
「
桃
仁
三
分」、

モ
モ
の
仁

（核
の
中
の

1
3
核
の
利
用

『
延
喜
式
』
（
三
七
・
典
薬
寮
）
の
、
「
中
宮
腺
月
御
薬
」

「
雑
給
料
」
の
中
に
「
桃
仁

一
斤
七
両
三
分
」
な
ど
あ
る
。

柔
ら
か
な
胚
）
も
薬
用
に
供
さ
れ
て
い
た
。

モ
モ
の
核
に
は
思
い
が
け
な
い
用
途
が
あ
っ
た
。
『
栄
花
物
語
』
（
う
た
が
ひ
）
の
、

法
成
寺
の
壮
麓
さ
を
描
い
た
場
面
に
、

さ
ね

板
敷
を
見
れ
ば
、
木
賊
•
椋
の
葉
•
も
も
の
核
な
ど
し
て
、
四
五
十
人
が
手
ご

と
に
居
並
み
て
磨
き
拭
ふ
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
ト
ク
サ
や
ム
ク
の
葉
は
以
後
の
文
献
に
も
物
を
磨
く
材
料
と

し
て
見
え
る
が
、
モ
モ
の
核
と
い
う
の
は
珍
し
い

。
モ
モ
の
核
は
堅
く
て
凹
凸
が
あ

る
の
で
、
木
材
を
磨
く
の
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
堅
い
核
を
砕
い
て

研
磨
材
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
伏
見
の
桃
山
に
つ
い
て
も
記
し
た
が
、
紙
幅
が
超
過
す
る
の
で
省
い
た
。）

（
受
理
年
月
日

一
九
九
六
年
九
月
三
十
日
）
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